
オーガニックビレッジ宣言（宮崎市）　

　

 令和７年６月７日

宮崎市長 清山　知憲 

宮崎市長　清山　知憲

　本市は、九州南東部に位置し、地形は北部西部にかけて丘陵地が重なり、
南部は鰐塚山系、双石山系の山地で占められています。市内の北端には一ツ
瀬川が、中央部には大淀川、清武川、加江田川などが東流し、広大な宮崎平
野を形成して日向灘に注いでいます。東部の海岸は白砂青松の砂浜が続き、
市南部の青島以南は、山地が海岸まで迫り、複雑な海岸線を呈しています。 
　本市の農業は、冬季に温暖で日照時間の長い気候条件を活かして、野菜や
果樹、花きの施設園芸を基幹とし、早期水稲と畜産を組み合わせた複合経営
を軸に、我が国の食料供給産地として発展してきました。 
　平成１８年に、農業の盛んな佐土原町、田野町、高岡町との合併により、
だいこん、葉たばこ、茶などの土地利用型作物が加わるとともに、平成２２
年には、日向夏やパパイアなどが特産の清武町との合併で、バラエティに富
んだ産品が生産される”農林水産業のまち”となりました。  
　本市では、農業者を始めとして、生産資材の調達・生産・加工及び流通並
びに消費のあらゆる関係者の連携と協力により、国の「みどりの食料システ
ム戦略」に掲げられた化学農薬及び化学肥料の低減並びに有機農業の面積拡
大に取り組み、持続可能な農業と市民の豊かな生活の実現を目指し、ここに
「オーガニックビレッジ」を宣言します。


